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特定非営利活動法人  

リサーチタイム・みらい 

【活動目的】 

 高齢化が進行し、孤独死によって亡くなる

高齢者の単身世帯が増加している中、特殊清

掃、遺品整理、生前整理の需要の高まりに応

えるため、それらの事業を行うとともに、終

活の相談に関する事業を行い、衛生的な居住

空間づくりに寄与する。 

【認証日】 令和６年１月11日 

【ＮＰＯ法人の皆様へ】 

  ＮＰＯ法人は、毎事業年度初めの３か月以内に、事業報告書等を所轄庁に提出する必要があり

ます。また、役員の任期満了に伴う再任・新任や住所の異動等があった場合には、役員変更等届

出書の提出が必要です。お忘れないようご注意ください。 

特定非営利活動法人 

RINDO Blue Japan 

【活動目的】 

 妊娠の可能性のある男女及び望まない妊娠

をした女性に対し、事前の予防活動、講義に

よる普及活動、事後の困窮者保護、相談、伴

走支援など福祉に関する事業を行い、望まな

い妊娠、望まれない命の減少を通して社会の

健康や福祉の増進に寄与する。 

【認証日】 令和６年１月15日 

市民協働推進センターＱ＆Ａ 上田公民館編 

 町内会・自治会、ＮＰＯ法人等の地域活動や市民協働を支援するために設置している市民協働
推進センター。今回は、上田公民館（上田四丁目1-1 ）を紹介します！ 

Ｑ.上田公民館で開催しているイベントを
教えてください。 

Ａ.上田公民館では、様々なイベントや講座を

企画していますが、今後開催を予定している
イベントの１つを紹介します。 

～防災講座～（全２回） 

 地域で想定される災害について学ぶととも
に、非常用グッズを用いた模擬体験を通して
避難時の知識を身に付けます。 

◎第１回 ７月10日（水） 
避難の実際と非常用グッズの活用について 
場所：上田公民館 

◎第２回 ７月17日（水） 
盛岡地方気象台で見学 
場所：盛岡地方気象台 

※定員に達し、募集を終了している 
場合があります。 
       詳細はこちらから→ 

Ｑ.上田公民館ではどんなイベントを開
催しているの？ 

Ｑ.上田公民館のどこに相談すればいい？ 

Ａ.正面玄関を抜けて

右手にある窓口が、市
民協働推進センターの
窓口でもあります。 
 地域でのお困りごと
を市の担当課につなぐ
など、一緒に考えてま
いります。 
 ぜひ、お気軽にご相
談ください。 

Ｑ.市民協働推進センターとは？ 

Ａ.地域活動、ＮＰＯ活動、市民活動に取り組む

団体の支援のため、市内６館の公民館（中央・
上田・西部・河南・都南・渋民）に設置してい
る拠点です。 
 運営等に関する相談受付や、市の担当部署へ
の取り次ぎなどをします。また、印刷機等の利
用サービスも行っています。 

Ｑ.市民協働推進センターとは？ 

Ｑ.上田公民館のどこに相談すればいい？ 
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東
厨
川
地
区
福
祉
推
進
会
（
佐
藤
栄
一
会

長
）
は
、
４

月

13

日
（
土
）
及

び

14

日

（
日
）
、
盛
岡
市
前
九
年
の
前
九
年
公
園
に
お

い
て
第
11
回
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

同
組
織
は
、
平
成
25
年
に
策
定
し
た
計
画
書

「
歴
史
が
薫
る 

桜
と
み
ど
り
の
ま
ち 

東
厨

川
」
を
も
と
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
防
災
や
地
域
住
民
の
交
流
に
関
す
る
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
桜
ま
つ

り
は
、
地
域
住
民
同
士
の
親
睦
を
図
る
た
め
に

地
域
交
流
事
業
と
し
て
毎
年
度
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
。 

 

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
満
開
の
桜
の
木
の

下
で
は
、
日
中
に
子
供
た
ち
の
凧
揚
げ
や
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
子
供

た
ち
向
け
の
お
菓
子
ま
き
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
桜
が
開
花
中
の
平
日
夜
に
は
公
園
内

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
い
つ
も
と
は
異
な
る

雰
囲
気
の
中
、
訪
れ
た
人
々
が
花
見
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

市
は
、
地
域
の
様
々
な
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
「
地
域
協
働
」
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
東
厨
川
地

区
を
含
む
12
地
区
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区

組
織
単
位
）
に
お
い
て
「
地
域
づ
く
り
計
画
」

に
基
づ
く
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 
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 城南地区地域づくり委員会（泉澤 力委員

長）は、令和元年度から城南地区の歴史や文化

を盛岡弁で紹介する「城南地区めぐり」の作成

に取り組んできました。３月１日（金）に第５

集を発行し、「城南地区めぐり」シリーズが完

成となりました。 

 この「城南地区めぐり」は、講師の花田陽子

氏（盛岡ふるさとガイド）による文化講座「盛

岡弁で聞く城南地区昔語り」で語られた内容を

編集したものです。この講座とともに、掲載さ

れているウォーキングコースを回る散策会も毎

年開催。地域住民が多数参加し、地域の魅力を

再発見する貴重な機会とされてきました。 

 ３月23日（土）には完成披露発表会が開催さ

れ、地域住民が50名ほど参加。新聞でも報道さ

れました。記事を見た市外・県外の方からも問

い合わせが多数あり、希望者には無償配布するな

ど、「城南地区めぐり」を通じて交流の「わ」が

拡がっています。 

城南地区地域づくり委員会

ホームページはこちら→ 

 城南地区地域づくり委員会

 本宮地区福祉推進会（長岡 利明会長）は、

防犯・安全・防災のまちづくりの取り組みとし

て、「地域安全マップ」を作成しました。 

 本宮・向中野地域では、都市開発に伴う交通

量の増加により、交通事故が多発するなど、地

域の安心・安全に関する取組の必要性が議論さ

れ、福祉推進会は、令和４年７月から、地域安

全マップの作成を進めてきました。 

 作成に当たっては、地域安全協会や市社会福

祉協議会、警察署、近隣の学校などが協力し、

盛岡市からは、地域課題アドバイザーとして、

くらしの安全課の職員２名を派遣しました。 

 令和４年 11月、福祉推進会主催のワーク

ショップが開催され、参加者が、危険個所の存

在や交通・防犯上の課題などについて意見を出

し合い、マップに掲載する情報を集約しまし

た。さらに、

誰もがわかり

やすいマップ

とするための

協議が重ねら

れ、見やすい

マークや写真の活用などの工夫により、容易に

危険個所が把握でき、地区内の避難所や指定緊

急避難場所も確認できるマップとして、令和６

年３月に完成に至りました。 

 完成したマップは、地域の小学校・中学校や

町内会、地域安全協会の会員に配布され、一人

ひとりの注意を喚起するとともに、地域全体で

共有しながら、子どもの登下校時の見守り・声

掛けに活用

するなど、

安 心・安 全

なまちづく

りに役立て

ることとし

ています。  

本宮地区福祉推進会

 

 

 

 国は、誰もが互いに人権を尊重しつつ喜びも分かち合い、性別等に関わりなく、個性と能力を

十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を目指し、平成11年6月23日に男女共同参画

社会基本法を施行しました。これを記念し、毎年６月23日～29日を「男女共同参画週間」とし、

基本理念の周知を図っています。 

 職場や学校、地域、家庭等あらゆる場面において、「男だから、女だから」という当たり前に

とらわれず、それぞれの能力を発揮できる豊かな社会の実現のためには、皆さん一人ひとりの理

解と取り組みが必要です。この週間をきっかけに、自分らしく輝くことができる社会について考

えてみませんか。 

  

  ６月23日～６月29日は「男女共同参画週間」です 

   ～だれもがどれも選べる社会に～（令和６年度キャッチフレーズ） 

過去のパネル展の様子 担当：市男女共同参画推進室（626-7525） 

 市では、男女共同参画に関する「パネル展」を下記日程で開催しています 

５月30日（木）～６月13日（木）盛岡市立図書館もりおかサロン 

６月14日（金）～６月28日（金）盛岡市役所本庁舎１階エレベーターホール 

 “世界につながるまち盛岡”市民会議（岩山 

徹会長）は、５月31日（金）、令和６年度総会を

開催し、活動テーマとして「みんなで備える 守

ろういのち ～防災について考える～」を掲げ、

１年間活動することを決定しました。 

 同会は、市民協働によって培う盛岡の魅力を国

内外に発信し、盛岡の魅力を世界と共有すること

を目的として、前身団体である「あすを築く盛岡

市民運動実践協議会」が結成された昭和43年から

現在まで、50年以上に渡って市民運動の中核とし

て活動しています。 

 令和６年度は、能登半島

地震や台湾東部沖地震の発

生を受け、災害や防災への

関心がさらに高まることが見込まれます。これを

踏まえ、同会は、災害・防災に関する知識を深

め、防災意識を向上させる活動を実践すること

で、心の通い合う住みよいまちづくりの機運を盛

り上げるため、講演や関連資料の展示などを行う

イベントを秋に開催する予定としています。  

みんなで備える 守ろういのち 

 ～防災について考える～ 

【“世界につながるまち盛岡”市民会議】 

 令和６年度の活動テーマが 
            決定しました！ 

 
実施する事業については、随時 
“世界につながるまち盛岡”市民会議 
ホームページでお知らせします 


